
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県における光化学オキシダント等の越境汚染に関する海沿いの高地で

の調査 

学会名 地域環境研究センター研究発表会（日本海地域の自然と環境） 
発表者名 谷口佳文 （環境部） 

開催場所 福井大学 

開催日時 平成２５年１２月６日（金） 

発表内容 近年、福井県において西寄りの風の日に県内全域でオキシダント(Ox)濃度が

高くなる傾向が観測され、福井県でも越境汚染の影響を受けている可能性があ

ることから、福井県における越境汚染の影響を探るため、地域発生源の影響を

受けにくいと考えられる海沿いの高地（嶺北の国見岳および嶺南の久須夜ヶ

岳）で調査を行った。 

H21～24 年の調査の結果、県内の平野部に配備された測定局にくら

べ、調査地点の値は SO2、NOx、NMHC、CH4、SPM は日平均値、日最高値

ともに低い～同程度で推移。Oxは日平均値、日最高値ともに高めで推

移し、日平均値で大きな差が出る日が見られた。また、調査地点の違

いによる明確な傾向の差は見られなかった。 

ポテンシャルオゾン（[PO]=[O3]+[NO2]-0.1[NOx]）を用いた評価では、 

・日平均値に大きな差が見られる日は、夜間に大きな濃度差が発生。 

・調査地点において夜間の濃度上昇や日の出前後の濃度低下が見ら

れる。 

・調査地点の夜間 PO濃度(前日 24時)と県内測定局の日最高 POに相

関がみられる。 

などから、移流や対流により夜間上空に蓄積された Ox が、日の出前後

の対流により地表へ供給され、日中の Ox 濃度を底上げしていることが

考えられた。 

 後方流跡線を用いた解析では、 

 ・夜間の PO濃度差は東アジア大陸からの影響を受けている傾向。 

 ・国内由来の場合でも、国内で滞留するような気塊の動きの場合は、

夜間の濃度差が出る傾向。 

・夜間の PO 濃度差は、晴れの日に多く見られたが、太平洋上の気塊

が比較的速い速度で流れてきた場合は、晴れの日でも夜間の濃度差

は少ない傾向。 

などが見られた。 

 


